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■■  ははじじめめにに  
全国の各地方都市圏において圏域単位で実施される

都市圏PT調査について、実施コストや技術が課題となり、
実施都市が減少傾向にある一方で、社会の成熟、ポストコ
ロナや技術進展等による活動・移動の多様化・複雑化とそ
の把握が求められている。地方行政におけるEBPM
（Evidence Based Policy Making）によるWell-beingで持続可
能な都市交通プランニングにあたっては、都市内の一人
一人の活動・移動を属性や目的、交通手段も含めて捉え
る都市圏PT調査の移動実態データは引き続き重要である。 
そこで、本研究では、各地方都市圏における人々の個

人属性と１日の詳細な活動・移動をトリップチェーンやパタ
ーンで再現可能な新たなシミュレーション技術として、全国
PT調査データや非集計行動モデルを活用した標準的な
アクティビティ・ベースド・シミュレータ（ABS）の開発を進め
てきた。これまで都市圏PT調査を実施できなかった都市
や財政・技術的制約のある都市でも、現況再現や将来の
活動の変化を推計するシミュレーションモデルにより、デ
ータを活用し、都市生活者のライフスタイルに寄り添った
高度で効率的な都市交通計画が実現できる世界を目指す。 

 
■■  活活動動内内容容  
１．確率的意思決定モデルとパラメータ推定 
プロトタイプ版ABSは、個人単位の１日の活動・移動デ

ータを生成するため、大別すると、2つのモデルからなる。 
1)個人データ生成モデル 
国勢調査を母数データに、全国PT調査データから構造

推定したベイジアンネットワーク等を用いて、各都市圏人
口分の個人の属性情報（性年齢や就業状況、勤務先、自
動車運転免許の有無、世帯状況等）が付与された個人デ
ータを、ＩＰＦ法やリサンプリングの過程も経ながら生成する。 

2)アクティビティ・ベースド・モデル（ABM） 
1日の全体のスケジュールをふまえながら各種行動を決

める個人の意思決定プロセスを、効用最大化理論に基づ
き確率モデル化した。1日の活動発生回数、開始時刻、継
続時間、目的地、移動交通手段等の行動選択を、多項ロ
ジットモデルや潜在クラスモデル等の離散選択モデルや、
生存時間モデルといったサブモデルを組み合わせ表現し
た。各モデルのパラメータは全国PT調査データでの実際
の選択確率に合うよう推定した。モデル性能検証としては、
内部検証としてクロスバリデーションを行うとともに、外部デ
ータである既存の都市圏PTデータとの比較検証を行った。 
２．データ補正技術の適用と現況再現性の検証 
更に、都市毎の地域性を反映するため、地域のビッグ

データで補正するデータ同化の方法を開発した。山形都
市圏と西遠都市圏の２つの都市圏で補正適用、検証し、外
出率やトリップ数等は実績値と整合し有用性が確認された。 
３．将来の政策シナリオ分析・評価と可視化 
現況再現に加えて、データやパラメータを変化させるこ

とで、公共交通サービス改善や都市機能や居住の誘導等
の個別政策の実施の有無といった複数シナリオによる将
来の人々の流動の予測も可能で、不確実な時代に備えら
れる。また、個人単位の非集計データを出力可能なため、
都市の時空間での多面的な分析・総合評価に活用できる。 
当日は、技術開発・検証結果とユースケースを報告する。 

 
■■  関関連連情情報報等等  
 本技術の社会実装に向け、官民共創プロジェクト「ABP 
Challenge」を立ち上げ、産学官のコミュニティ形成の機会と
なるABPサロンを開催し交流・体験の場を提供している。
（ABP Challenge 新たな交通行動分析手法を活用した都
市交通プランニングの実現戦略，国総研，2025.4） 

全全国国 PPTT調調査査デデーータタをを用用いいたた  
都都市市交交通通行行動動シシミミュュレレーータタ「「AABBSS」」のの開開発発  土土木木・・建建築築  
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■■  ははじじめめにに  
中小企業の製造現場において異物除去や傷検査など

の工程は、製品の品質を保つ上で必要不可欠な工程です。
現状多くの現場では、搬送ラインを流れる製品の中に含ま
れた異物等を、作業者が目視し、手作業や機材（ピンセッ
ト、吸引機等）で作業対象物を除去しています。 
このような単純作業を長時間行うことによる集中力の低

下、日々の体調・疲労度による注意力のバラツキ、作業の
習熟度等により、見逃しが発生することがあります。 
作業者の見逃しを減少させるため、異物検査を行うAI構

築技術に関する研究、および作業者へ異物の位置を直感
的に提示するためMR技術(Mixed Reality: 複合現実)を用
いた提示技術の研究を行いました。 

 
■■  活活動動内内容容  
１．AI構築技術に関する研究 

AI画像認識技術を用いて異物検査を行うためには、AI
構築が必要となります。AIを構築するためには、一般的に
膨大な学習データが必要とされ、学習データ収集に要す
る労力の削減が課題となっております。 
そこで本研究では、学習用の正常品画像や異物画像を

自動で収集可能な装置を研究開発しました。併せて、自
動で収集した正常品画像と異物画像を合成した異物混入
画像を用いて学習させることで、AI構築に要する労力を削
減しつつ検査精度を向上させました。（図１） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図１：自動取集した画像を用いた学習による異物検査結果 
 
 

２．MR技術を用いた提示技術の研究 
AIによる異物検査の結果を現場で活用するため、図2に

示す３種類のMRデバイスを用いた作業支援システムを試
作しました。加えて、実際の異物除去作業における見逃し
を評価することで、作業者が異物位置を直感的に理解で
きる提示方法について知見を得ることができました。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図２：MRデバイスを用いた3種類の作業支援システム 
 
３．今後の展開 
目視や経験に頼った検査作業を行っている現場へ研究

結果を適用するため、研究会や技術相談、人材育成事業
等を通じて、情報発信や技術移転を行います。 
なお、本研究は令和2年度から令和6年度まで文部科学

省特別電源所在県科学技術振興事業の一環として、実施
しているものです。 

 
■■  関関連連情情報報等等（（特特許許関関係係、、施施設設））  
［１］ 特許文献1:前島崇宏、平間毅、”判定装置、判定方法、

及び、プログラム”、特許第7584749号公報（登録日：
令和6年11月8日） 

［２］ 特許文献2:西本圭志、平間毅、”作業支援システム、
及び、方法”、特許第7692565号公報（登録日:令和7
年6月6日） 

［３］ 特許文献3：西本圭志、”コントローラ、システム、方法、
及び 、プログラム ” 、特開 2025-136342(P2025-
136342A)号公報（公開日：令和7年9月19日） 

AAII技技術術とと MMRR技技術術をを用用いいたた  
異異物物除除去去作作業業支支援援シシスステテムムのの研研究究開開発発  
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異物混入画像の合成 

M6ボルトに M8ボルトが 6本混入した画像の検査結果 

(M8ボルトの確率が高いと判断した個所を赤色で表示) 
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